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テーマ ● 大声と笑いで生きる明日への活力
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■と　き／9月17日（水） 18:30～20:00

■講　師／政治ジャーナリスト　青
あおやま

山 和
かずひろ

弘氏

■テーマ／テレビでは話せない政治の舞台裏

●1968年、千葉県生まれ。青山学院大学客員研究員。元日本
テレビ政治部次長兼解説委員。日本テレビ「news every.」
のレギュラー解説の経験あり。
　2021年9月に独立し、政治ジャーナリストとして活動。
これまで、羽田政権から石破政権まで、16の政権を取材。
与野党を問わない幅広い人脈と、わかりやすい解説に定評
がある。

　次回のご案内

開  場 17：30
夢のひろば 18：00
講  演 18：30（終了20:00）

●福岡市出身。修猷館高等学校卒業。早稲
田大学商学部中退後、文学座付属演劇研究
所を経て女優の道を歩き始めるが、講談師・
二代目神田山陽と出逢い、弟子入り。
　平成元年、真打昇進後、講談の普及のた
め講談教室「紅塾」で東京・福岡合わせて
100余名の生徒を熱心に指導している。
平成13年〜現在、全日空機内寄席のパーソ
ナリティー放送中。

神田 紅 氏のプロフィール

講談師　神
か ん だ

田 紅
くれない

氏講　師 ●

8月の講演会は第3水曜日です。

　第５回講演会の講師は、講談師の
神田紅さんをお迎えします。出囃子
が博多どんたくの神田さん！　もち
ろん、福岡市出身です。
　神田さんは、無医村の医者になろ
うと医学部を目指しますが、大学浪
人中に演劇に目覚めます。早稲田大
学商学部に入学すると、すぐに学生
演劇に入部。文学座付属演劇研究所
を経て、市原悦子の付き人などを経
験し、俳優の道へ進みました。
　ところが、1979年、二代目神田
山陽と出逢い、講談の魅力にとりつ
かれ、入門。「紅」を名乗ります。
　1986年、二つ目に昇進し、３年
後には、真打に昇進。2002年に、
弟子の陽司・紅葉を伴い、紅一門を
旗揚げ。2010年には、日本講談協
会の会長に就任しました。

　「明るく楽しく解りやすい」を芸風
に講談活動を続け、2017年には芸
歴40年を迎えました。
　また、神田さんは、「神田紅 女の
独り立ち」「紅流 女講談師として生
きて」などの著書や、新聞・雑誌の
連載など、エッセイストとしてもご
活躍です。その源には、元科学技術
庁参与や日本宇宙フォーラム理事の
職歴、そして、講談師やエッセイス
トをはじめ、俳優・映画評論家・レ
ポーターなどの職業など、豊かな経
験とパワーあふれるチャレンジ精神
が、神田さんの世界を拡げているの
ではないでしょうか。
　会場いっぱいに、神田さんの笑い
の芸が！
　どうぞご期待ください。
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残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
当
に
、
毎
日
毎
日
危
険
な
猛
暑
日
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
皆
様
お
変
わ
り
な
く
お
元
気
に
お
過
ご
し
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学
会
員
の
皆
様
に
は
、
陰

に
日
向
に
何
か
と
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
今
回
感
想
文
の
募
集
が
な
い
分
、
紙
面
が
空

く
こ
と
に
な
り
、「
理
事
長
挨
拶
文
」
を
掲
載
す
る
こ

と
に
相
成
り
ま
し
た
。
先
の
講
演
会
の
冒
頭
挨
拶
の
中

で
、
い
ろ
い
ろ
心
配
事
を
愚
痴
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
機
会
を
よ
い
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
ア
ル
カ
ス

Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
大
ホ
ー
ル
休
館
の
こ
と
な
ど
、
詳
し
く

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
今
後
ど

う
あ
る
べ
き
か
の
ご
意
見
・
お
知
恵
を
い
た
だ
き
た

く
、
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

振
り
返
れ
ば
、
平
成
４
年
６
月
、
佐
世
保
な
ら
で
は

の
文
化
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
自
ら
学
び
、
考

え
、
行
う
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
佐
世
保
市
の
支
援

を
受
け
、
開
講
。
平
成
31
年
度
（
令
和
元
年
度
）
28
期

ま
で
は
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
尽
力
に
よ
り
、
順
調
に
歩
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
令
和
２
年
度
の
29
期
に
入
り
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
大
流
行
に
よ
り
、
状
況
が
大
き
く
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。
１
・
２
年
の
収
束
と
考
え
、
昼
夜
２
回
の

講
演
で
ど
う
に
か
乗
り
切
り
、
安
堵
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
３
年
度
よ
り
会
員
減
少
が
始
ま
り
、
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
現
在
も
そ
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
は
、
コ
ロ
ナ
禍
は
当
然
で
す
が
、
バ
ス
の
便

数
減
少
に
よ
る
帰
宅
へ
の
支
障
、
併
せ
て
会
員
の
高
齢

化
が
進
む
中
、
開
催
日
は
ど
う
な
の
か
、
昼
間
開
催
は

で
き
な
い
か
、
次
世
代
に
向
け
て
講
師
の
選
定
に
問
題

は
な
か
っ
た
か
、
若
返
り
の
た
め
の
講
師
選
定
を
ど
う

す
る
か
、
就
業
中
の
若
い
方
々
は
会
員
増
に
つ
な
が
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
等
、
そ
ん
な
試
行
錯
誤
の
中
、
ア

ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
大
改
修
の
情
報
。
令
和
８
年
９

月
よ
り
令
和
10
年
３
月
ま
で
休
館
と
の
こ
と
。
ハ
ウ
ス

テ
ン
ボ
ス
他
、
収
容
人
員
等
に
つ
い
て
、
市
内
の
会
場

の
検
討
を
進
め
ま
し
た
が
、
適
当
な
場
所
は
な
し
。
市

当
局
、
ま
た
市
議
会
か
ら
も
、
ぜ
ひ
継
続
を
と
の
温
か

い
ご
支
援
も
あ
り
、
佐
世
保
市
体
育
文
化
館
の
大
体
育

室
で
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
が
、
会
場
づ
く
り
は
ど
う

す
る
か
、
会
場
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
は
ど
う
か
、
会
場
費

用
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
す
る
が
大
丈
夫
か
、
果
た
し
て
会

員
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
け
る
の
か
と
、
心
配
事
ば

か
り
で
す
。

　

と
り
あ
え
ず
、
本
誌
掲
載
の
と
お
り
、
令
和
８
年
度

は
、
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
５
か
月
間
に
お
い
て
、
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
に
８
回
の
講
演
会
を
開
催
す
る
予
定

で
あ
り
、
現
在
講
師
選
定
の
段
階
で
す
。
令
和
８
年
度

は
、
今
後
の
さ
せ
ぼ
夢
大
学
を
続
け
る
か
否
か
の
大
事

な
判
断
の
年
に
な
り
、
ま
ず
は
、
会
員
２
０
０
０
名
を

目
指
し
、
お
一
人
お
一
人
の
ご
入
学
を
お
願
い
す
る
も

の
で
す
。

　

い
つ
も
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
世
界
の
リ

ー
ダ
ー
た
ち
の
考
え
方
・
進
め
方
も
様
々
で
、
驚
く
ば

か
り
。
日
本
で
も
同
様
、
自
己
中
心
、
党
中
心
。
国
の

行
く
末
、
国
民
の
暮
ら
し
を
考
え
る
人
が
、
ど
の
く
ら

い
い
る
の
か
‥
‥
。
悲
し
い
ば
か
り
で
す
。

　

冒
頭
で
申
し
上
げ
ま
し
た
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学
発
足
の

頃
も
、
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
変
わ
る
頃
、
家
庭
内
暴

力
、
学
校
で
の
集
団
非
行
、
暴
力
事
件
等
々
、
荒
れ
た

時
代
で
し
た
。
現
代
の
令
和
の
時
代
も
、
よ
く
似
た
考

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
様
々
な
事
件
や
事
故
の
頻
発
。

　

こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
講
師
の
好
き
嫌
い
は

別
と
し
て
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
講
師
の
話
を
聴
き
、

自
分
自
身
の
何
が
正
し
く
て
、
何
が
間
違
っ
て
い
る
の

か
、
正
し
い
判
断
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、

さ
せ
ぼ
夢
大
学
を
ご
活
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
次
世

代
に
向
け
て
の
末
永
い
お
力
添
え
を
お
願
い
し
、
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

令和８年度　講演会予定日 （講師は未定です）

回 期　　　日 講演会時間

第１回 令和８年 ４月   ４日（土） 

１４：３０
～

１６：００

第２回 〃 ４月 29日（水・祝） 

第３回 〃 ５月   ９日（土） 

第４回 〃 ５月 24日（日） 

第５回 〃 ６月 20日（土） 

第６回 〃 ７月 11日（土） 

第７回 〃 ８月   ８日（土） 

第８回 〃 ８月 29日（土） 

①令和８年度は、アルカスSASEBO
大ホールが使用できる８月末日まで
の５か月間に、講演会を８回開催す
る予定です。９月以降はお休みです。
　
②「帰りは暗いので、遅くならない
ようにしてほしい」「夜はバス等の
便が少ないので、早く終わってほし
い」という要望を考慮し、土曜・日
曜・祝日の昼の開催としました。
　
③講演会の前に、「夢のひろば」も
実施する予定です。
・夢のひろば（1回目は、開講式）
　 14：00～14：20（2回目以降）
・講演会
　 14：30～16：00（８回とも）



夢のつづき　令和7年8月1日発行・第三種郵便物認可

7月 夢のひろば　Ｊ・パーカーズ「サイモン＆ガーファンクルの歌」

令和７年度  第34期   受講生アンケートの集計結果

　4月16日㈬の第１回講演会の折に、受講生の皆様にアンケートのご協力をいただきましたが、その
集計結果をお知らせします。
　921人（回収率74.8％）の皆様によるデータです。多くの方々からご回答いただき、誠にありがとう
ございました。今後のさせぼ夢大学の運営の参考にさせていただきます。

2令和７年度の受講生募集を知った方法 （複数回答）
 新聞チラシ 広報させぼ ならでわ コミセンチラシ TV佐世保 ウェルズチラシ 法人向けチラシ 紹介

 575 323 184 90 52 35 24 9
※「コミセンチラシ」とは、各地区コミュニティセンターに置かせていただいたチラシのことで、新聞折込
　 チラシと同じものです。「ウェルズチラシ」「法人向けチラシ」は、事務局で作成したチラシです。

単位：人

1アルカスSASEBOまでの主な交通手段（１人につき１つ回答）
 車 バス 徒歩 汽車 タクシー 未回答 回答者

 573 164 105 55 21 3 921
※「車」は、運転者だけでなく、同乗者も含みます。

単位：人

3年間の講演会回数 （１人につき１つ回答） 単位：人

 12回 10回 ８回 ６回 ５回 その他 回答者

 5 669 148 79 1 19 921

敬称略

4講師としてよんでほしい方
　ベスト10

1
2
3
4
5
6
6
8
9
10

さだまさし 
林　修 
前川　清 
武田鉄矢 
栗山英樹 
橋下　徹 
池上　彰 
竹田恒泰 
福山雅治 
原　晋  

位 講　師　名

5受講生の意見
〇日時・曜日・時間について  
　•木曜日がよかった
　•水曜日がよい 
　•土・日の昼間開催がよい 
　　（若い人も来れるよう） 
　•始まる時間を早めたら
　•終了時刻を早めに（バス等で） 
　　（夢のひろばをなくしたら）
　•夜ばかりの開催がよい
　•講演時間は、もう少し短くてよい
　•８月・12月は開催なしでよい 

〇講師について  
　•佐世保近くの講師でもよい
　•話の上手な講師を呼んで 
　•若い人の興味がある講師を
　•芸能の講師を増やす
　•知的な講師がよい 
　•マンネリ化、魅力ある講師・施策を
　•よい講師であれば、高くても来る
　•講師への質問型の参加形式へ

〇感謝・応援について  
　•今後も楽しみ、続けてほしい 
　•ありがとうございます 
　•講演・開講式よかった 

　•頑張ってください 
　•佐世保の講師は、福岡と遜色ない
　•１回２０００円は安い

〇回数について
　•回数を減らす。（よい講師を招くため）
　•回数を減らし、受講料も安く

〇要望・提案について  
　•会費が２万円となると、戸惑う
　•その都度参加にしたら
　•広告募集し、スポンサー収入を
　•ＷＥＢ（オンライン）会員を作っては
　•ステージの花はなくてよい　等

◆日 時／8月20日㈬　午後6時～6時20分
◆演 目／ソプラノ独唱＆ピアノ
◆出 演／富永珠未、江口友規子
◆出演者紹介
富永珠未（ソプラノ）
　国立音楽大学卒業、歌曲ソリストコース修了。二期会オ
ペラ研修所第58期マスタークラス修了。修了時に、優秀賞
受賞。第17回大阪国際コンクールリサイタル部門第３位。
二期会会員。現在は、地元合唱団やグループの活動と併せ、
ソロでも精力的に活動中。
江口友規子（ピアノ）
　国際コンクールのピアニストとして、国内外の演奏家との
共演や、スクールコンサートなどの音楽活動、合唱団の指
導、伴奏者を務めている。近年は、音楽と食・健康をテーマ
にしたコンサートを提案している。

◆曲 目
１．歌劇「ラ・ボエーム」より、“私が街を歩くと”／G.Puccini 作曲
２．浜辺の歌／成田為三作曲
３．歌劇「蝶々夫人」より、“ある晴れた日に”／G.Puccini 作曲
４．映画「マイ・フェア・レディ」より、“踊り明かそう”／Frederick Loeewe作曲

夢のひろば

◎400字程度を目安に、Eメール・FAX・郵送のいずれか
にて、させぼ夢大学事務局までお送りください。
　三行程度の短いものでも結構です。
◎締め切りは8月25日㈪必着です。
◎せっかく頂いた原稿でも、紙面の都合上、掲載されな
い場合や一部省略させていただくこともありますので、
ご了承ください。
E-mail : sasebo_yumedai@yahoo.co.jp
F A X : 0956-25-9545
郵送先：〒857-0863 佐世保市三浦町4-30　松蔵ビル3Ｆ
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★
追
加
募
集
の
ご
協
力
に
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

講
演
会
の
た
び
に
、
受
講
生
の

皆
様
に
お
配
り
し
て
い
る
「
追
加

募
集
」
の
お
知
ら
せ
。

　

皆
様
の
お
か
げ
で
、
第
１
回
講

演
会
以
降
、
25
人
ほ
ど
の
追
加
募

集
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協

力
に
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

追
加
募
集
に
つ
い
て
は
、
第
５

回
講
演
会
ま
で
文
書
を
お
配
り

し
、
９
月
の
第
６
回
講
演
会
か
ら

の
入
会
を
最
後
に
す
る
予
定
で
す
。

　

定
員
の
２
０
０
０
人
に
は
、
ま

だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
残
り

２
か
月
の
募
集
期
間
に
お
い
て

も
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
Ｊ
・
パ
ー
カ
ー
ズ
の
演
奏
で
、

青
春
時
代
が
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
16
歳
の
頃
か
ら
、
サ
イ
モ
ン

＆
ガ
ー
フ
ァ
ン
ク
ル
に
は
ま
っ

て
、50
年
歌
い
続
け
て
い
ま
す
。」

と
話
す
ボ
ー
カ
ル
と
ギ
タ
ー
担
当

の
山
浦
さ
ん
。

　

ハ
モ
リ
と
と
も
に
、
数
種
類
の

民
族
楽
器
を
巧
み
に
演
奏
す
る

中
野
さ
ん
。

　

セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
ー
ク
に
い
る

か
の
よ
う
な
、
今
回
の
「
夢
の
ひ

ろ
ば
」
の
舞
台
。
Ｊ
・
パ
ー
カ
ー
ズ

の
演
奏
に
興
奮
し
、
感
動
し
ま
し

た
。
ご
出
演
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

★
９
月
17
日（
水
）の
講
演
会
の

講
師
を
変
更
し
ま
す
！

　
「
石
平
氏
、
参
院
選
出
馬
！
」

６
月
末
、
突
如
入
っ
て
き
た
、
こ

の
ニ
ュ
ー
ス
。

　

７
月
20
日
の
参
議
院
選
挙
に
出

馬
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
や
む

な
く
講
師
の
変
更
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
講
師
は
、
政
治
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
青
山
和
弘
氏
。
元

日
本
テ
レ
ビ
の
政
治
部
次
長
兼

解
説
委
員
で
あ
り
、
政
治
解
説
で

お
馴
染
み
の
方
で
す
。

　

今
後
、
参
議
院
選
挙
の
議
席
予

測
や
、
日
米
の
関
税
交
渉
等
の
解

説
で
、
テ
レ
ビ
を
通
し
、
数
多
く

お
見
受
け
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

９
月
17
日（
水
）の
講
演
会
、
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

★「
開
演
前
に
座
っ
て
待
て
る
よ

う
、
大
階
段
か
ら
並
ぶ
よ
う
に

し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。」

　

こ
の
よ
う
な
要
望
を
、
講
演
会

日
に
早
く
来
ら
れ
た
方
か
ら
、
お

聞
き
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
開
演
前
の
整
列
の
ス
タ

ー
ト
を
、
大
ホ
ー
ル
の
大
階
段
下

か
ら
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

大
階
段
を
並
ぶ
場
所
と
す
る
と
、

将
棋
倒
し
の
よ
う
な
危
険
が
生
じ

や
す
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
そ

の
分
、
開
場
時
刻
を
少
し
早
め
、

早
く
入
場
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
講
演

会
日
の
整
列
の
仕
方
に
つ
い
て
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

佐世保史談会 名誉会長　中
なかしま
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政
治

 （
一
八
五
一
～
一
九
一
九
）

三
川
内
焼
中
興
の
祖

　
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）、
彼
杵

郡
折
尾
瀬
村
（
現
佐
世
保
市
三
川

内
町
）で
出
生
。
明
治
七
年
（
一
八

七
四
）、
叔
父
の
窯
業
関
係
の
仕

事
を
引
継
ぎ
、
同
一
八
年
、
三
川

内
山
で
焼
物
専
門
店
を
開
業
。
製

造
か
ら
販
売
ま
で
手
が
け
る
事
業

を
始
め
、
東
京
・
横
浜
方
面
ま
で

販
路
を
拡
張
し
た
。

　
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）、

「
陶
磁
器
製
造
組
合
」
を
設
立
。

同
三
二
年
、
広
く
後
継
者
の
育
成

を
図
り
、
三
川
内
の
窯
業
の
新
た

な
風
を
呼
び
込
む
た
め
に
、「
三

川
内
陶
磁
器
意
匠
伝
習
所
」
を
創

立
し
た
。
所
長
と
し
て
、
夏
に
は

東
京
美
術
学
校
や
有
田
工
業
学
校

か
ら
教
授
を
招
聘
し
、
若
者
た
ち

の
技
術
の
向
上
を
図
っ
た
が
、
三

川
内
焼
は
平
戸
藩
御
用
窯
か
ら
民

間
窯
へ
転
落
。
そ
の
衰
亡
は
、
著

し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
危
機
を
救
う
に
は
、
ま
ず

伝
統
の
技
術
を
若
者
に
伝
え
、
後

進
を
養
成
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
新

し
い
意
匠
や
技
術
を
取
り
入
れ
、

新
時
代
に
合
っ
た
製
品
を
造
る
こ

と
だ
と
思
い
、
力
を
注
い
だ
。

　
ま
た
、
三
川
内
郵
便
局
を
誘
致

し
て
初
代
局
長
に
な
り
、
や
が
て

村
会
を
経
て
、
東
彼
杵
郡
郡
会
議

員
と
し
て
地
方
の
行
政
に
も
尽
く

し
た
。

　
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
伝

習
所
は
閉
じ
る
が
、
豊
島
の
精
神

は
皿
山
に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
川
内
皿
山
に
は
、
豊
島
の
功
績

を
讃
え
、
そ
の
顕
彰
碑
が
建
立
さ

れ
て
い
る
。

�
松
添  

宝
一

 （
一
八
五
五
～
一
九
三
〇
）

歯
科
医
師

　
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）、
肥

前
大
村
（
現
大
村
市
）
で
大
村
藩

医
の
父
宝
泉
の
子
と
し
て
誕
生
。

松
添
家
は
代
々
口
中
科
（
こ
う
ち
ゅ

う
か
　
現
在
の
歯
科
）
の
藩
医
を

務
め
て
き
た
。

　
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）二
月
、

父
か
ら
家
督
を
相
続
し
、
同
九

年
、
長
崎
県
の
口
中
科
医
術
開
業

免
許
状
を
得
て
、
同
二
八
年
秋
、

15

豊島  政治

松添  宝一

佐
世
保
で
歯
科
医
院
を
開
業
し

た
。
医
院
は
、
高
砂
町
・
浜
田
町

を
経
て
、
明
治
三
五
年
、
松
浦
町

に
移
転
開
業
し
た
。
そ
の
後
、
自

宅
で
診
療
す
る
傍
ら
、
海
軍
病
院

や
海
軍
工
廠
職
工
共
済
会
病
院

（
現
佐
世
保
共
済
病
院
）
の
嘱
託
医

を
し
て
い
た
。

　
白
箸
抜
歯
法
は
名
高
か
っ
た
。

こ
の
技
法
は
剣
術
の
気
合
、
居
合

か
ら
出
た
も
の
で
、
歯
頭
を
白
箸

で
押
さ
え
、
十
分
に
力
を
入
れ
て

前
方
に
引
き
、
一
呼
吸
の
操
作
で

抜
歯
を
終
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
力
を
練
習
す
る
た
め
に
板
に

釘
を
打
ち
込
み
、
指
頭
で
抜
き
取

る
こ
と
を
研
究
し
た
。

　
二
女
静
子
に
、
大
村
の
朝
長
長

兵
衛
の
四
男
信
四
郎
を
養
子
に
迎

え
相
続
さ
せ
た
。
そ
の
後
も
信
四

郎
が
引
き
続
き
、
歯
科
医
を
開
業

し
て
い
る
。

　
家
柄
が
元
藩
医
で
士
分
で
あ
っ

た
の
で
格
式
が
高
く
、
受
診
者
も

お
の
ず
と
限
定
さ
れ
て
い
た
。
海

軍
の
、
特
に
将
官
級
の
患
者
が
多

か
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
交

際
の
範
囲
も
広
く
、
さ
ら
に
佐
世

保
市
の
政
財
界
人
と
の
交
流
が
あ

っ
た
。

（
敬
称
略
）

事
務
局
だ
よ
り


